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創傷治癒研究と私

私のキャリアを振り返ってみると、創傷治癒の大きな変革と重なっている

部分が多い。

地方の大学を卒業して、都内で外科医として歩み始めた時に ET ナース

と仕事をする環境に入り、初めてスペシャルナースの存在を知った。その後

ET ナースによってもたらされたディオアクティブに触れたのは卒後 5 年目

くらいの時期だったと思う。初めてディオアクティブを交換した時の創傷の

きれいさ、疼痛の少なさに驚き、時代が変わると直感した。卒業時には形

成外科医になろうとは夢にも思わなかった私を魅了したのは、このような驚

きの積み重ねだったのかもしれない。ET ナース（現在では WOC ナース）と

はその後、さまざまな形でコラボレーションすることになる。

卒業時には、外科医を 3年くらいやってから、大学に戻って基礎研究を

やってみたいと考えていたが、実際にはチーフレジデントまで 6 年在籍

することになった。一般外科の時代は、主に大腸手術におけるマニトール

を使った新しい bowel preparationについての便培養と創傷感染症について

研究してきた。

卒後 6 年たち、東京大学の形成外科教室に加えていただき、形成外科

のトレーニングを１から始めた。覚えなければならない手技は山ほどあった

が、早く研究もしてみたいと考えていた。1 年ほどたってから波利井清紀

教 授に、研究を始めたいとお願いして、お許しをいただいた。テーマは

一般外科医として難敵であったケロイドとした。ちょうど初代培養によるケロ

イ ド由来線維芽細胞の論文が発表された直後であったので、まずその追

試から入ることとした。その基礎となる培養細胞技術を東京大学医科学

研究所の黒木登志男教授の教室で数カ月ご指導いただいた。初代培養

の技術を獲得したのち、黒木先生のご紹介で東京大学医学部生化学教室

の岩森正男助教授（現近畿大学教授）に実験のご指導を仰ぐことにな

った。東大の生化学教室では脂質 ・ 糖質の研究がメインであったので、

ケロイド由来培養線維芽細胞の脂質 ・ 糖質の分析をおこなった。手術検体

から初代培養を行い、線維芽細胞を貯めては検討していた。私自身、真正

ケロイドを手術することにためらいがあったため、材料としては肥厚性瘢痕

が多く、ケロイドの成因まで迫ることはできず、行き詰った感があった。

平成 10 年に帝京大学に移ってからは、褥瘡の手術や管理を行うことが

多くなり、慢性創傷に興味が移るようになった。また創傷被覆材の研究で、

感染創モデルを作る必要が出てきたのもこのころからである。細菌学教室

と細菌検査室のスタッフの協力が得られたので、細菌のことはバックアップ
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していただいたが、動物に感染創を維持するのが

困難で、悪戦苦闘したが、なんとか数本の論文とし

てまとめることができた。

平成 16 年に東北大学に移るころには、創傷面

のバ イオフィルムが取り上げられ るようになって

いた。バイオフィルムが本当に創傷に存在して、悪

影響を与えているのかに興味がわき、緑 膿菌を

用いて研究を進めた。共同研究者の医学部保健

学科の川上和義教授が感染症と炎症反応を専門

にしているので、現在はバイオフォルム研究と急性

創傷の炎症反応がメインの研究テーマとなって

いる。教室の形成外科医に加えて、保健学科卒業 

の方が修士や博士課程に進学している方々と一緒

に研究して いる体制にある。

振り返ってみると、その時々の臨床に関連のある

テーマを見つけて、サポートしていただいた先生方

との共通点を見つけて研究してきた。形成外科医

にとって、創傷治癒は身近にある研究テーマであ

るが、様々な生命現象と関連し、幅広い発展性を

持つ研究テーマであると改めて感じている。
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